 　早稲田大学パリオフィス　第22回講演会

肥沼光彦
国際協力銀行パリ事務所首席駐在員

近年の国際援助潮流と

日本のODA新体制（新JICA）の展望
日時　　： 2008年9月23日（火）　18：30～21：00

　　　 　場所　　 ：  SCIENCES PO  

                                     salle 12  bâtiment A 1ème étage　

　　　　　  27 rue St. Guillaume 75007 Paris

メトロ　： Saint-Germain-des-Prés, Rue du Bac　　　
　　　　 主催　 ：早稲田大学パリ事務所
                  入場無料　フランス語
　今年は、2015年を目標としたMDG（Millenium Development Goal）の中間点として、途上国に向けた経済協力の実施状況がレビューされる年である。9月にはガーナのアクラで、MDG実現に向けて採択された『援助効果向上にかかるパリ宣言』（2005年）の中間レビューと、2010年に向けた再度の決意表明であるAAA（Accra Action Agenda）が発表される予定。10月にはニューヨークで国連MDGサミット、12月にはドーハでWTOのDevelopment Finance 会合がある。

　このタイミングで10月には、日本のODAの大部分を一括して取扱う新しいJICAが発足する。日本政府は、今年5月のアフリカ開発会議(TICAD)で華々しい支援の宣言をしたところだが、ODA予算が減り続ける中で、新JICA発足とともに直面しなければならない課題が山積みとなっている。これらの日本の国際援助の現状を現場からの実感などを織り交ぜて紹介したい。
肥沼光彦

1985年国際協力銀行入行。開発部に配属。世界各国の円借款業務を担当する。1999年カイロ駐在事務所首席駐在員、2002年企業金融部課長（日本温暖化ガス削減基金の立ち上げを担当する）を経て、2006年より現職。フランス・ヨーロッパにおける業務およびフランス語圏アフリカを担当している。
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	詳細に関するお問い合わせ

01 45 49 77 67          　　　　　　　　　　　　　yoshie@kurenai.waseda.Jp 








